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ＩｏＴスマートホームで、第３期生活モニタリング実証実験を開始 
～居住者の生活に合わせて家が自動で生活環境をコントロールする 

「ホームオートメーション機能」を検証～ 

 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、ＩｏＴ機器やセンサーなどを実装したＩｏＴスマートホーム®を用いて

実証実験を行い、快適な室内環境の自動調節と健康管理をする家の実現をめざす『未来の家プロジェクト』

において、第３期の生活モニタリング実証実験を２０１９年３月２６日（火）から横浜市内で開始します。 

 

本実証実験では、ＩｏＴスマートホームに１週間居住する被験者の生活データ(食事、運動、睡眠など)を 

収集し、解析結果を被験者にフィードバックして、居住前後の健康に対する意識変化や行動変容について

評価と検証を行います。第３期の実証実験から新たに、ドア開閉センサーや、人感センサーなど約２０種類

のセンサー機器から収集する情報を基に、居住者にとって快適な機器制御を自動で行う「ホームオート  

メーション機能」を実装し、実用性や精度を検証します。この「ホームオートメーション機能」は、第１期と２期

の実験で得られた生活行動推定に関する知見を基に設定したアルゴリズムに沿ってＩｏＴ機器を自動制御し、

居住者にとって適切な生活環境の自動構築をめざすものです。例えば、居住者が目覚めると自動で    

ブラインドを開け、健康的で快適な目覚めをサポートするほか、居住者が帰宅するとエアコンや照明などの

ＩｏＴ家電を自動でつけ、快適な室内環境の調整を行います。 

 

また、今回より、ＩｏＴスマートホームを一般の方々にも広く体験していただくために、実験に参加いただく

被験者の公募を行います。 

ＩｏＴスマートホーム 

トピックス 



未来の家プロジェクトは、「住むことで生活、暮らしをサポートする家」をコンセプトとし、ＩｏＴ技術を活用 

して、家が居住者に働きかけることにより、居住者の健康的で快適な生活を促進し、単身世帯増加、    

医療費増大、少子高齢化などの社会課題への対応をめざすプロジェクトです。Ｉ・ＴＯＰ横浜※の取り組み  

として２０１７年６月に横浜市、ＮＴＴドコモ、ａｎｄ ｆａｃｔｏｒｙの３者で開始しましたが、今期より合計１５者の大

きな取り組みとなり、機器同士の連携に加え、企業間の連携の輪もより一層広がっています。          

未来の家プロジェクトは、今後も各社の専門的な知見を融合させ、２０２０年３月までプロジェクトを継続する

中で、段階的に実験内容の改善と高度化を図っていきます。 

 

 

未来の家プロジェクトメンバー 

 

また、ドコモは今後、未来の家プロジェクトで得られた知見を社会実装していくために、ハウスメーカー 

などスマートホームサービスを検討しているパートナーとともに商用化をめざします。２０１９年度はドコモの

法人のお客さまの課題解決を図る取り組み「トップガン™」にて協創パートナーと共にスマートホームの       

商用化に向けた検証を行っていきます。 

 



※ Ｉ・ＴＯＰ（アイトップ）横浜は、横浜市が２０１７年４月に立ち上げた横浜経済の強みである「ものづくり・ＩＴ産業の集積」を生かし、 

ＩｏＴなどを活用したビジネス創出に向けた交流・連携、プロジェクト推進、人材育成などを行う場です。 

また、「ＩｏＴオープンイノベーション・パートナーズ」の略です。 

＊「ＩｏＴスマートホーム」、はドコモの登録商標です。 

＊「トップガン」、はドコモの商標です。 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 

サービスイノベーション部 第２サービス開発担当 

ＴＥＬ： ０３－５１５６－２１２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

ＩｏＴスマートホームにおける第３期生活モニタリング実証実験概要 

 

１. 実証実験の概要 

(１) 実証実験の内容 

被験者にＩｏＴスマートホームにて１週間通常通りの生活をしてもらい、実験前後での被験者の状態変化、

意識変化、行動変容について評価・検証を行います。※１ 

 

(２) 被験者 

ドコモ社員を含む実証実験関係者と公募を含め、１０人を予定 

 

(３) 実験スケジュール 

 フェーズ１（４人） フェーズ２（２人） フェーズ３（４人） 

日程 ２０１９年３月２６日（火） 

～２０１９年４月２２日（月） 

２０１９年５月７日（火） 

～２０１９年５月２０日（月） 

２０１９年５月２８日（火） 

～２０１９年６月２４日（月） 

実験 

内容 

・第２回実証実験時の機能の

再検証 

・搭載ＩｏＴ機器拡大 

・ホームオートメーション機能

の追加 

・公募被験者による実験 

 

 

(４) 第２期の実験からの追加要素 

 ホームオートメーション機能の追加 

第１期と２期の実験で得られた知見に基づいて、センサーデータの変化から居住者の生活行動を推定

し、あらかじめ設定した自動機器制御を行います。 

（例） 

－ 睡眠センサーなどにより居住者の目覚めを検知し、照明やブラインドが自動動作して、健康的で 

快適な目覚めをサポート 

－ 就寝時に玄関の鍵やシャッターが開いているときは自動的に閉めて、安心安全な生活をサポート 

－ 居住者が帰宅したタイミングでエアコンや照明などのＩｏＴ家電が自動動作 

－ 血圧や睡眠に関して、通常と状況が違う場合にチャットや音声でスマートフォンやスピーカーが 

異常をお知らせ など 

 

 搭載機器の拡大 

今回より新たに、ブラインド、給湯器、スピーカー、香りデバイス、掃除機などのＩｏＴ機器を追加します。 

 

 

 

別紙１ 



(５) 場所 

神奈川県横浜市泉区和泉町６２０７番１０ ほか 

 

(６) 被験者の公募について 

未来の家プロジェクトＷｅｂサイトにて申し込みを受け付けます。公募条件など詳細は下記をご覧     

ください。 

https://mirainoie-project.jp/ 

 

２. ＩｏＴスマートホームについて 

（１）システム構成 

ＩｏＴスマートホーム内の機器はドコモが開発したＩｏＴアクセス制御エンジンによって管理されています。  

ＩｏＴアクセス制御エンジンは、デバイスＷｅｂＡＰＩ※２の技術を用いており、異なる通信規格のＩｏＴ機器を 

一つのアプリケーションで制御することが可能です。本エンジンの利用により、さまざまなＩｏＴ機器の  

遠隔管理やデータ蓄積が可能となり、ＡＩ・ビッグデータ解析推進につなげていくことができます。今回、 

本エンジンを経由して得られるデータの解析を通じて、住人や住居状態を理解し、状態に応じた     

機器制御をスマートホームサービスサーバーが行うことで、ホームオートメーションを実現します。            

ＩｏＴアクセス制御エンジンのご利用については下記からお問い合わせください。 

https://docs.dsymphony.com/ 

 

 
ＩｏＴスマートホームのシステム構成 

https://mirainoie-project.jp/
https://docs.dsymphony.com/


（２）機器一覧 

ＩｏＴスマートホームに約２０種類のＩｏＴ機器を搭載します。また、実験の進行に併せて、機器を入れ替え

ることがあります。 

 

ＩｏＴスマートホーム内の機器一覧（ＩｏＴアクセス制御エンジン未接続のものを含む） 

 

３. 未来の家プロジェクト参画者一覧 

プロジェクト事務局 

横浜市、ドコモ、ａｎｄ ｆａｃｔｏｒｙ株式会社 

 

第２期からの継続参画企業 

グリーンブルー株式会社、三和シヤッター工業株式会社、株式会社資生堂、相鉄グループ、 

凸版印刷株式会社、ｆｏｏ．ｌｏｇ株式会社、富士通コネクテッドテクノロジーズ株式会社、ＳＭＫ株式会社 

 

第３期からの新規参画企業 

アイホン株式会社、株式会社アロマジョイン、 

株式会社ニチベイ、株式会社フィッツコーポレーション 

 

※１ 本人同意の上、収集したデータは匿名化し、今後の実証実験の参考にします。 

※２ デバイスＷｅｂＡＰＩとは、１１９社（２０１９年３月１９日現在）の企業が参画するデバイスＷｅｂＡＰＩコンソーシアムで議論・検討中

のＩｏＴの相互接続性向上を実現する仕組みです。 



 

１期と２期の実験結果および今後の活動計画 

 

１. １期と２期の実証実験結果 

これまでに２回の生活モニタリング実証実験を通じて計２０人の被験者が１週間ずつＩｏＴスマートホームで

生活しました。主に生活データの見える化による被験者意識の変化および生活行動推定に関する検証を

行いました。 

(１) 被験者が自身の生活データを確認することによる意識変化 

食事、運動、睡眠などの生活データの変化、および健康に対する意識変化や行動変容について

評価を行いました。全体で７５％の健康意識向上がみられ、被験者が自分の生活データを確認 

することで、健康に対する意識向上がみられることが確認できました。また、積極的に階段を使う

ようになったといったように行動変容に至っている点もアンケートから確認できました。 

 

 

これまで生活した２０人の被験者アンケート集計結果 

 

また、アンケート結果によると、洗面台のスマート鏡による情報表示や複数機器の一括制御、  

帰宅前のエアコン制御などが好評でした。一方で、宅内での機器制御時にスマートフォンが必要

な点や慣れるまで時間を要する点について不便を感じたとの声もあり、生活シーンや生活動線の

中に自然な形でＩｏＴを取り入れる点が重要と考えられます。 

 

別紙２ 



(２) 生活行動推定に関する検証 

さまざまなセンサー情報を時系列で可視化し、被験者の行動記録と照らし合わせることで、   

センサー情報を基にした生活行動推定について検証を行いました。環境センサーによる二酸化 

炭素濃度の変化を検知することにより、在宅を推定するなど、本検証により構築した仮説をもとに、

第３期実験では、センサー情報から居住者の行動を推定し、ホームオートメーションを実現    

します。 

 

２. 今後の活動計画 

未来の家プロジェクトでは、今後、今の生活の見える化だけではなく、未来の生活をサポートする機能の

実装や長期的な生活を想定した実験を予定しています。 

・第４期実証実験（２０１９夏ごろ）  

あらかじめ設定された健康で快適なホームオートメーション動作だけでなく、個々人の生活特性や  

居住者自身が望む生活習慣に合わせて家が自動的に宅内環境を調節することで、「今」の生活から

「したい」生活へのサポートを行います。 

・第５期実証実験（２０１９冬ごろ） 

１週間より長期の生活により、ＩｏＴスマートホームの実用性や継続性を評価します。 

 

３. トップガンにおけるスマートホームの取り組みについて 

ドコモでは、中期戦略２０２０「ｂｅｙｏｎｄ宣言」の中で、「トップガン」を促進し、法人のお客さまの課題解決

に取り組んでいます。トップガンでは、ドコモ内の研究開発部門・法人営業部門で組織横断的に構成  

した混成チームが顧客の課題解決を図ります。ドコモは、住宅業界および住環境の課題解決に取り  

組むことで、より一層の生活の質向上を実現し、社会的使命を果たします。トップガンにおけるスマート

ホームに関する詳細は下記にお問い合わせください。 

smarthome-topgun-ml@nttdocomo.com 

 

mailto:smarthome-topgun-ml@nttdocomo.com


 

ドコモのトップガンにおけるスマートホームの取り組み 

 


